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アスクル株式会社
環境マネジメント

亀井 一行

紙製品の責任ある調達に向けた取り組み

ＦｏＥ Ｊａｐａｎ 「企業の生物多様性に関する活動の公開フォーラム」 資料
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会社概要

e-tailing center
（２００１/１月）

福岡センター福岡センター

（２０００（２０００//９月）９月）

大阪ＤＭＣ大阪ＤＭＣ

（２００６（２００６//９月）９月）

仙台仙台ＤＭＣＤＭＣ

（２００（２００７７//８８月）月）

ＤＣＭセンターＤＣＭセンター

（２００２（２００２//４月）４月）

横浜センター横浜センター

（２００１（２００１//４月）４月）

名古屋センター名古屋センター

（２００４（２００４//９月）９月）

アスクルは「お客様のために進化する」を企業理念とし、オ
フィスに必要なモノやサービスを「明日お届けする」トータル・
オフィス・サポートサービスの会社です。
１９９３年３月に大手文具総合メーカーであるプラス株式会
社の一事業部としてスタートした後、１９９７年５月に分社
独立しました。
アスクルは、オフィスで必要なものをお届けするサービスを
全国（沖縄・離島を除く）で展開しています。専用のカタログ
（紙媒体またはＷｅｂ上）で商品を選んでいただき、ファック
スもしくはインターネットを使ってご注文いただくと、当日ま
たは翌日にはお届けできるスピーディな配送サービスがご好
評をいただいています。

事業所（２００８年９月末現在）

４４１名 （２００８年５月期）従業員数

１,８９６億円 （２００８年５月期）売上高

３５億３５百万円 （２００８年５月２０日現在）資本金

１９９７年５月２１日設 立

▲アスクル本社（e-tailing center）



#2

ビジネスモデル

● オフィスのための“ワンストップサービス”
● “明日来る=アスクル”という時間をお約束した宅配サービス

お
客
様

製
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メーカー

1000（仕入）

1000（注文）

仕
入

在
庫

営
業

配
送

一次卸
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在
庫
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業
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二次卸

100（仕入）

100（注文）

仕
入

在
庫

営
業

配
送

小売

10（仕入）

10（注文）

1（販売）

1（購入）

■従来の流通モデル

※様々な「ロス」を排除

１．情報のロス
２．物流のロス
３．モノ（在庫）のロス
４．人材（営業）のロス
５．機能重複のロス

製造
在庫
発注

在庫
開拓・与信
・決済

配送

アスクル
メーカー エージェント

お
客
様

■アスクルモデル

流通段階の「ロス」を除き、社会全体の合理性を追求

流通モデルの「リ・デザイン」




